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1. 序論 

1-1 背景 

筑波大学周辺におけるカラスの騒音問題は、特に早朝や夕方におけるカラスの鳴き声が生活に

支障をきたすほど顕著であることから、本演習ではこの問題に焦点を当て、調査と研究を行った。

カラスの行動や生態を理解し、被害軽減に向けた実効性のある対策を検討することが重要と考え

た。 

1-2 研究目的 

本研究の目的は、筑波大学周辺でのカラスによる騒音被害を軽減するための具体的な解決策を

明らかにし、実現可能な道筋を提示することである。研究の過程では以下の 3 つのリサーチクエ

スチョン（RQ）を設定した。 

・カラスの生態や行動パターンはどのようになっているのか。 

・春日 4 丁目でのカラス被害の実態はどのようなものか。 

・被害軽減のためにどのような解決策が有効であるか。 

 

2. 研究手法 

a.  まず一つ目の RQ に対しては主に文献調査からなるカラスの生態調査やカラス対策に関

わる先行研究の分析を行った。 

b.  二つ目の RQ に対しては被害が深刻化している地域での実地の羽数、騒音調査を行った。

調査区域は a のカラスの生態調査の結果から、筑波大学周辺のカラスの群れが一時的にねぐ

らとしていると考えられる春４丁目の森を選定した。具体的な調査場所は羽数カウントが

KASUMI 筑波大学店のテラス、騒音計測が春日 4 丁目のファミリーマート駐車場である。

（地図）騒音調査はカラスの１日の行動からうるさく鳴く傾向があるとわかった早朝と夕方

に実施した。 

初めにカラスの羽数と騒音の相関関係を明らかにするための調査を実施した。対象とした

時間帯はおおよそ 15 時-17 時である。羽数に関しては帰塒前集合がみられる鉄塔と電線の

写真を 5 分ごとに撮ってカウントし、騒音はスマートフォンのデシベル計測アプリ（デシベ

ル X）を使用して 10 分おきに各時間で 10－20 秒計測し、その平均と最大を分析した。この

間自動車のエンジン音などカラスによる騒音以外の音ができる限り入り込まないよう配慮

した。 

c.  最後に三つ目の RQ に対しては主に有識者に対するヒアリング調査を行った。さまざまな

方法でカラス対策に関わる方 3 名にヒアリングを行うことで自分たちの知見を深め最終的



なカラス対策の提言の判断材料とした。 

 

3. 結果、考察 

a. 生態と先行事例の文献調査結果 

① 生態調査結果：カラスの 1 日の行動について 

 カラスは日の出前にねぐらを出ると一度ねぐらの近くで集合する。日中はねぐら

とは異なる場所で活動し、日没前にねぐらの近くで一度集合してから、一斉にねぐら

に入って寝る。このねぐらに入る前に一度集まる行為を「帰塒前集合」といい、この

時カラスは高いところからねぐらの安全を確認しているとされている。このときカ

ラスが大量に集まることで、大きな騒音や糞害が引き起こされてしまうことが判明

した。 

② 先行事例調査結果： 

本研究では、カラスを追い払うための複数の対策を検討した。まず、カラスが止ま

れないようにする方法として、ワイヤーやネットを使用するアプローチが挙げられ

る。また、CD や超音波を用いてカラスを刺激する方法も検討された。さらに、甲斐

田先生が中間発表時に提案したごみ対策についても考慮したが、羽数調査の結果、昼

間のカラスの数が少ないことが明らかとなり、この対策は今回の状況には適さない

と結論づけられた。その後、カラスが鳴き声を使って意思疎通を行う特徴を活用し、

複数方向からスピーカーを用いてカラスを特定の方向へ誘導する方法についても調

査した。このアプローチは、株式会社 CrowLab が実施した実験で成功を収めており、

実際に試行する価値があると判断した。私たちはこの方法を試み、カラスを追い払う

ことが可能かどうかを検証した。誘導先としては、洞峰公園を候補地として選定した。

洞峰公園は、春日 4 丁目の 3 倍の広さを誇るカラスのねぐらが存在しており、その

立地が公園内部であるため、周囲の住宅地や研究施設への影響が少ないという利点

がある。実験は 12 月 2 日に筑波技術大学周辺の森で実施され、カラスの天敵である

鷹の鳴き声をスピーカーから流した。その結果、鳴き声が流れた直後にカラスが一斉

に飛び立つ様子が確認された。このことから、カラスを追い払うこと自体は成功した

と考えられる。しかし、安全面を考慮し、カラスを集めることは避けたため、問題の

完全な解決には至っていない。 

  

b. 実地調査結果 

結果は上の図のようになった。羽数は 16:30 ごろから急激に増え始め、16:50 ごろにピ



ークに達し、400 羽を超えた。環境基準で騒音と認められる 60dB を超える騒音は 2 時間

程度続き、17 時前後がピークだった。この時音の最大値は 76dB に達し、これは耳元で

セミの鳴き声を聞くほどの大きさである。 

これにより羽数と騒音の大きさには相関関係があることも分かった。 

次に先ほどと同じ方法で早朝にも調査を行った。先ほど羽数との相関は明らかになった

のでこちらの調査は騒音計測のみである。 

結果は上の図のようになった。早朝は騒音の環境基準が 55dB に下がる中で、約 1 時間

鳴き声が続き、ピークは 5:30 ごろで 70dB 程度の音が観測された。また、朝夕各グラフ

のカラスが比較的鳴いていない時間帯の数値を見るとわかることだが、周囲の音の大きさ

が朝方は夕方に比べて平均的に 5－7dB 小さいことがわかる。このことから朝方はよりカ

ラスの鳴き声が際立ち、まだ寝ている周囲の人々への迷惑となっていることが想像に難く

ないだろう。 

c. ヒアリング調査結果 

① 吉田保志子先生 

 10/30 に、つくばでカラスの研究を行っている国立研究開発法人農業・食品産業 

技術総合研究機構 畜産研究部門 動物行動管理研究領域 動物行動管理グループ 上

級研究員の吉田保志子先生にお話をお伺いした。主な質問内容は(1)なぜこのエリア

（春日四丁目の一角）にカラスが集結するのか(2)カラスの騒音の抑制のために、ど

のような対策が有効と考えられるか、の 2 点である。  

（1）吉田先生は、春日四丁目に集結しているカラスについて、現在の研究学園駅周辺に

存在した旧自動車研究所に住んでいたカラスが開発によりこちらへ移動してきた可能

性を挙げていた。 

 上の二枚の写真は同じ場所で違う年代に撮影された航空写真である。旧自動車研究所

研究学園駅周辺（1987 年～

1990 年）出典：国土地理院 

研究学園駅周辺（2023 年） 



は左の写真にある楕円状の道に囲まれたエリアで、写真を見比べると確かに緑が急激に

減少してしまったことが読み取れる。 

 また、吉田先生は近年進行するカラスの都市化をカラス被害の一因として指摘してい

た。都市部には生ゴミなどの餌が豊富に存在し、さらに鷹などの天敵が少ないことがカ

ラスにとって有利な環境を提供している。また、人間の活動によって夜間でも明るい環

境が維持されており、これにより天敵がねぐらや巣に近づいた場合でも早期に察知でき

る可能性が高まっているという。このような要因から、つくば市には筑波山という自然

豊かな環境が存在しているにも関わらず、カラスは人間の生活圏である春日四丁目の森

をねぐらとして選択しているのではないかと吉田先生は推察していた。 

（2）吉田先生によれば、カラスがねぐらで安眠できない環境を作り出すことによって、

ねぐらを移動させることが可能であると考えられる。しかし、ねぐらの移動に伴い、新

たな移動先において現在以上の被害が発生する可能性があるため、この手法の実施に際

しては慎重な検討が必要であるとの懸念が示された。 

② 三橋栄二さん（イーアスつくば職員） 

 つくば市内におけるカラス被害の対策事例として、イーアスつくばの屋上に大量

のカラスが集まっていた時期の取り組みについて調査を行った。イーアスつくばに

おけるカラス対策の詳細を把握するため、大和ハウスリアルティマネジメント株式

会社の三橋栄二さんへのヒアリングを実施した。三橋さんは、カラスの生態を理解し

た上で、いくつかの対策を試み、その有効性を検証している。 

初期の対策として、つくば市が貸し出しているカラスの警告音を収録した CD を用

いた方法が試行された。この方法は当初一定の効果を示し、カラスの数を減少させる

ことに成功した。しかし、カラスは警告音に短期間で慣れてしまい、効果が持続しな

いという課題が明らかとなった。 

次に、三橋さんは害鳥駆除業者の協力を得て、「センサーバ

ード」と呼ばれる音と動作でカラスを驚かす装置を導入した。

この機器はカラスを一時的に追い払う効果を示したものの、

装置の動作音が利用者に不快感を与え、小さな子どもが驚く

といった苦情が寄せられたため、継続が困難となった。そし

て最終的に、駐車場の柵や窓にワイヤーとネットを設置する

方法が採用された。この手法は騒音を発生させず、利用者へ

の影響も最小限に抑えられることから、長期的に運用可能であることが確認された。

この対策により、イーアスつくばに集まるカラスの数は著しく減少した。 

三橋さんは、カラス被害対策の鍵は、カラスが嫌がる環境を根気強く維持し続ける

ことであると指摘していた。 

③ 害虫駆除業者（株式会社シー・アイ・シー職員） 

イーアスつくばで紹介していただいた業者である、株式会社シー・アイ・シーにヒ

アリングを行い、効果的な対策を提示していただいた。株式会社シー・アイ・シーは

主にショッピングセンターやオフィスビルで害虫・害獣・害鳥の被害対策を請け負っ



ている。ヒアリングを受けて、春日 4 丁目の森で最も有効と思われる対策は鳥おど

しと呼ばれる道具であることがわかった。鳥おどしとは一定時間ごとに鳥を脅かす

道具であり、２～３ヶ月ほど効果がある。具体的にはゴルフ場で用いられており、か

なりの効果が得られている。 

 

4. 問題解決に向けた提言 

さらに、私たちは筑波大学新聞社から取材を受けた。現在、筑波大学新聞への掲載が検討中

であり、掲載されることによってカラスの騒音問題を筑波大学に認知・学生に再認識させる

ことが可能である。これらのことから、解決への道のりを提案する。本当は自分たちで解決

したいが、安全面や資金面から対策の実行はできない。そこで、まず、大学側に動いてもらう

ことを考えた。個人で大学側に提案するのではなく、学生の意見を学校に提示する組織であ

る、全代会を活用する。全代会に提出する根拠として、株式会社シー・アイ・シー様から受け

取る見積書から得られる現実可能性と筑波大学新聞への掲載による問題の深刻さを提示する。

これらの一連の流れを春日 4 丁目におけるカラスによる騒音被害軽減のための提案とする。 

具体的には、カラスの集団化がホットな時期は秋頃２～３ヶ月程度であることが生態調査か 

らわかっているため、鳥おどしセットを用いて毎年秋ごろ継続的に対策を実行し、春日 4 丁

目におけるカラスの騒音の被害が軽減されることを目標とする。 
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